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『民博通信 Online』について
国立民族学博物館は、文化人類学や民族学研究のセンターとして、世界

の諸民族の社会や文化の研究を進めるとともに、その成果を出版などのか
たちで発信しています。
現在、本館では、人間文化の新たな価値体系の創出を目指す「基幹研究

プロジェクト」、現代の人類社会が直面する課題の分析を目的とする「特
別研究」、特定のテーマについて館内外の研究者と一緒に研究を進める「共
同研究」などをおこなっています。
『民博通信Online』は、本館において実施している個々の研究プロジェ
クトについて、その学術的な特色や独創的な点、導きだされた成果などを、
研究者や一般の方々にわかりやすく発信する雑誌です。

No.2
2020

表紙写真
人間の塔（スペイン・カタルーニャ州、詳細
は本誌22-23頁）

2020年6月24日、みんぱくの新たなシンボルとなるトーテムポールが立ち上げられました。カナダの先住民族クワクワカワクゥのアーテ
ィストによって制作されたトーテムポールは、上からワシ、オオウミヘビ、クマ、サケが一体になるように造形され、人々を害悪から守る
とともに、明るい未来をもたらす「偉大なる力」を象徴しています（標本番号 H0326487）。
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新 刊 の 紹 介 本館では、館外での出版物を奨励する制度があります。★の印は、その制度を利用して刊行され
た出版物です。タイトルをクリックすると詳細情報に移動します。

ビーズでたどるホモ・サピエンス史� ★
―美の起源に迫る
池谷 和信 編
定価：本体2,800円＋税　336頁　昭和堂　2020年3月31日刊行

ビーズは、絵画やダンスよりも古く現生人類(ホモ・サピエンス)の最初のアートと呼
ばれる。その素材や細工は、地域や時代によって多種多様である。また、それは単に身
体を飾るのみならず富や威信、集団の象徴として用いられ、親と子や地域社会をつなぐ
などの社会的役割も担ってきた。本書では、ビーズの誕生した約12万年前から現在ま
でを対象に、地球全域をフィールドにしながら、まさにビーズの粒を繋ぐようにホモ・
サピエンス史をたどる。これまでに現存した人類のなかで、どうしてホモ・サピエンス
のみが生き残ったのか。そのヒントが隠されているであろう。

現代世界の呪術� ★
―文化人類学的探究
川田 牧人・白川 千尋・飯田 卓 編
定価：本体4,500円＋税　482頁　春風社　2020年5月30日刊行

呪術研究は、いわゆる未開社会の事象を分析するなかで発展してきた。しかし呪術は、
国際的な人口移動や医療、政治、マスメディア、スポーツといった現代的問題にも深く
関わる。本書では、現代世界で展開する呪術的実践に着目し、合理性、コミュニケーシ
ョン、感覚／マテリアリティといった視点をとおして、呪術が日常からたち上がるよう
すを記述し分析した。同時代人の営みとして呪術を理解し、世界をあたらしい角度から
見るための視座を提供するという、現代人類学に課せられた課題を愚直に追究した一書。
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客家族群與全球現象
―華僑華人在「南側地域」的離散與現況
国立民族学博物館調査報告
Senri Ethnological Reports (SER) No.150
河合 洋尚・張　維安 編
408頁　2020年3月31日刊行

これまで華僑華人をめぐる研究は、東南アジア、東アジア、欧米諸国を中心として展開
されてきた。そこで本書は、それら以外のエリア―南アジア、西アジア、アフリカ、
オセアニア、ラテンアメリカ―を「南側地域」という文化地理概念で表し、その範囲
内に住む二大華人集団の一つが客家であることを指摘した。そのうえで、「南側地域」
の９つの国／地域に住む客家に焦点を当て、その移住の歴史、現在の生活様式、団体組
織、アイデンティティの所在を明らかにした。さらに、「南側地域」からカナダに二次
移住した客家も考察の対象とした。

ガラン版 千一夜物語 全六巻
西尾 哲夫 訳
定価：各本体3,500円＋税　岩波書店　�
2019年7月18日～2020年5月14日刊行

アラビアンナイト（千一夜物語）が世界に広まる契機となった18世紀のアントワーヌ・
ガラン訳千一夜物語の初めての日本語訳。ガラン版こそはアラビアンナイトの原点であ
り、誰もが知るアラジンやアリババ、シンドバードもガラン訳がなければ世界の人びと
は楽しむことができなかったであろう。作家の深緑野分さんが『図書』（2019年12月
1日付）で「古くから現代まで続く問題の根を見たような気分になる」と評したように、
物語は今も我々に多くを問いかける。

この世のキワ
―(自然）の内と外
山中 由里子・山田 仁史 編
定価：本体3,200円＋税　368頁　勉誠出版　2019年10月25日刊行

共同研究「驚異と怪異－想像界の比較研究」（2015～2019年度）の成果論集。「驚異」
と「怪異」に共通する「異」なるものへの視線は、自己と他者、自己と世界の境界認識
によって形作られるものであり、自然のなかでの人間の立ち位置を映し出す鏡でもある。
その「驚異」と「怪異」の表象を、ユーラシア大陸の東西の伝承・史料・民族資料・美
術品に探り、「自然」と「超自然」の境界領域、「この世」と「あの世」の心理的・物理
的距離感、境界に立ち現れる身体・音・モノなどについて、総勢25名の執筆者が学際
的に考察する。

写真提供・岩波書店
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新 刊 の 紹 介

あふりこ
―フィクションの重奏／遍在するアフリカ
川瀬 慈 編著
定価：本体2,400円＋税　344頁　新曜社　2019年11月15日刊行

本書はアフリカにおいてフィールドワークをおこなう文化人類学者5名による小説集で
ある。エチオピアの音楽職能集団、ベナンの妖術師、カメルーンの移民ラッパ－、カー
ボベルデの人々の植民地経験等をテーマに、フィクションという語りのモードを通して
こそたちあらわれるアフリカの人びとの生活の息吹、神話世界の脈動に迫る。各章の末
尾には「附言」を付し、執筆者それぞれの“物語り”についての学術的なねらいや意義、
あるいは執筆内容に関する文化的背景を解説する。また、写真やドローイングを多用し、
テクストとイメージの相乗効果をねらった。

Double Reeds along the Great Silk 
Road
Gisa Jähnichen and Terada Yoshitaka (eds.)
定価： 43.00 €　245頁　�
Logos Verlag Berlin　2019年11月刊行

2枚のリードの間に息を吹き込んで音を出す楽器を「ダブルリード楽器」と呼び、日本
のチャルメラはその一種である。この種の楽器はユーラシアを中心に広大な地域で演奏
されてきたが、総合的な研究は進展していない。2018年、世界各地の事例を集積し比
較検討するために上海音楽院（中国）で国際コロキウムが開催され、本書はその報告論
集として編まれた。収録された15本の論考では、楽器の歴史や演奏コンテクスから他
者イメージや近年のリバイバル運動まで、多様な考察が試みられており、ダブルリード
楽器研究の最先端を知ることができる。

太平洋諸島の歴史を知るための60章
―日本とのかかわり
石森 大知・丹羽 典生 編著
定価：本体2,000円＋税　368頁　明石書店　2019年12月31日刊行

本書は、太平洋諸島の歴史と現在に関わる一般向けの本である。「日本とのかかわり」
という視点から扱いながらも、主題はあくまで太平洋の島嶼部におき、これまで日本（人）
が太平洋で行ってきたことだけではなく、そこで太平洋諸島民が果たしてきた役割を引
き出す工夫を凝らした。本書のユニークさは、特定の地域を紹介しながら別の国との関
係をあわせて考えるという、地域を重層的な意味の場として複眼的に捉える点にあるか
もしれない。人類学、民族学、文学、観光、文化遺産、開発などに関わるこぼれ話をた
くさん盛り込んだので、手軽な読み物として手に取っていただけると思う。
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Perspectives on Early Andean 
Civilization in Peru:
Interaction, Authority, and Socioeconomic 
Organization during the First and Second 
Millennia B.C.
Richard L. Burger, Lucy C. Salazar, and�
Yuji Seki (eds.)
定価：$35.00　234頁　Yale University Press　�
2020年1月21日刊行

本書は、2012年にウィーンで開催された第54回の国際アメリカニスト会議において、
編者等が組織したシンポジウム「中央アンデス地帯の形成期における社会の複雑化」の
成果報告書である。現在、最も活発に調査を実施している19名の研究者が、アンデス
文明初期にあたる形成期（前3000～後1年頃）の社会に焦点をあて、その時代に築か
れた公共建造物の配置や出土遺物を、権力やイデオロギーの変化と関連づけて解釈して
いる。

Fashionable Traditions: 
Asian Handmade Textiles in Motion
Ayami Nakatani (ed.)
定価：$115.00 (Hardbook)　316頁　�
Lexington Books　2020年1月刊行

私たちの衣服を形作り、同時に身分やジェンダー、民族、宗教などの境界を可視化して
きた布。伝統に根ざした素材や技法で作り続けられていても、ファッションと無縁の存
在ではない。技術開発、グローバルな商品化、世界遺産化などの影響も著しい。
アジアのさまざまな地域で作られ、使われてきた布製品の生産や消費の現場がどのよう
な変化をくぐってきたのか、その背景にどのような要因が働いてきたのかに注目した論
文集。国立民族学博物館共同研究のメンバー8名と海外の研究者6名のコラボレーショ
ンの成果である。
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新 刊 の 紹 介

宣教と適応
―グローバル・ミッションの近世
齋藤 晃 編
定価：本体 6,800円＋税　554頁　名古屋大学出版会　2020年2月4日刊行

大航海時代のポルトガルとスペインの海外拡張を契機として、ローマ・カトリック教会
の宣教師はアジアやアメリカに本格的に進出した。宣教師たちはしばしば、現地の慣習
に適応することで、地元住民の改宗を促そうとした。彼らのこの異文化適応は、キリス
ト教の本質をゆがめるものとして、当初から議論や批判の的となった。そこで問われた
のは、異なる実践や価値をもつ人びとがいかにして共存しうるか、という普遍的問題に
ほかならない。本書は宣教師の異文化適応を軸にキリスト教の世界宣教の全体像に迫る
ものである。

「シェルパ」と道の人類学
古川 不可知 著
定価：本体3,200円＋税　368頁　亜紀書房　2020年2月22日刊行

ネパール東部のソルクンブ郡は、エベレストの南麓に位置するヒマラヤの山岳地帯であ
る。シェルパ族の人々が居住するこの地域には、現在では年間数万人もの観光客が訪れ、
ネパール各地からは職を求めて「シェルパ」を名乗る人々も参集するようになった。本
書では、シェルパ族の暮らしと観光化によるその変容を、2年間の住み込み調査に基づ
いて描きだした。そして山中をさまざまな人々と共に歩いた経験から、険しい高山の環
境下において歩くとはいかなる実践か、「道がある」とはどのような事態であるのかを
考察した。

触常者として生きる
―琵琶を持たない琵琶法師の旅
広瀬 浩二郎 著
定価：本体 1,400円＋税　286頁　伏流社　2020年2月1日刊行

「共生社会」という語が日本で使われるようになって久しい。たしかに、「障害」をめぐ
る状況はこの30年余で改善された。しかし、「健常／障害」という二項対立の人間観を
前提としていては、社会の根本を変えることができない。本書は「見常者・触常者」と
いう新たな呼称を提案し、筆者が取り組む共生研究の成果をまとめたものである。さま
ざまなマイノリティ研究の分野で鍛えられた文化人類学の発想を「障害」に応用すれば、
ユニークな共生理論を構築できるのではないか。表紙カバーの楽しい触図を味わいなが
ら、本書を通じて、あらためて共生の意味を考えてもらえたら嬉しい。
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< 客家空間 > の生産
―梅県における「原郷」創出の民族誌
河合 洋尚 著
定価：本体5,000円＋税　366頁　風響社　2020年2月25日刊行

本書は、中国広東省の梅県を舞台とする民族誌である。梅県は、客家という集団の故郷
として知られており、現在、梅県というとすぐに客家というイメージが結びつけられる。
だが実のところ梅県では、20世紀に入るまで、客家の概念が希薄であった。梅県は、
古くから客家地域であったわけではない。本書は、市場経済化の波と華僑との交流によ
り、梅県が客家の＜空間＞として生産されてきた過程を、文献資料とフィールドワーク
から明らかにしている。

転換期のミャンマーを生きる
―「統制」と公共性の人類学
土佐 桂子・田村 克己 編
定価：本体5,000円＋税　334頁　風響社　2020年3月20日刊行

本書は、国立民族学博物館共同研究「『統制』と公共性の人類学的研究―ミャンマーに
おけるモノ・情報・コミュニティ」（代表：土佐桂子、期間：2012年10月～2016年 
3月） の成果である。この研究の特徴は、軍人支配が半世紀以上続いたミャンマーの政
治権力体制の特質を踏まえつつ、現地での長年の調査研究をもとに、日常生活において
感知、経験される諸相を、「統制」と「公共性」に注目し明らかにしていくことにある。
本書は、人類学とともに政治学の研究者や、東南アジアの他の地域の専門家も加わり、
多角的な視点での議論が展開されている。
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■■ 基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構は、人間文化の新たな価値体系の創出を
めざして、国内外の研究機関や地域社会等と組織的に連携し、
現代的諸課題の解明に資する「基幹研究プロジェクト」を
推進しています。機関拠点型・広領域連携型・ネットワー
ク型の3つの類型から構成され、本館でもそれぞれのプロジ
ェクトに取り組んでいます。

■■ 特別研究
「現代文明と人類と未来 ― 環境・文化・人間」を統一テーマとし、
環境、食、文化衝突、文化遺産、マイノリティ、人口問題という
課題にかんして、それぞれ3年の研究期間を設定し、国際シンポ
ジウムや欧文での成果刊行を行い、研究を実施しています。この
研究を通じて、現代文明を人類学的な視座から再検証することを
目的としています。

国立民族学博物館の研究

■■ 基幹研究プロジェクト
プロジェクト名 研究代表者 研究期間（年度）

機関拠点型プロジェクト／人類の文化資源に関するフォーラム型情報ミュージアムの構築

開
発
型

海域アジアにおける人類の海洋適応と物質文化 ― 東南アジア資料を中心に 小野林太郎 2019－2021

中央・北アジアの物質文化に関する研究 ― 民博収蔵の標本資料を中心に 寺村　裕史 2018－2021

アフリカ資料の多言語双方向データベースの構築 飯田　　卓 2017－2020

民博が所蔵するアイヌ民族資料の形成と記録の再検討 齋藤　玲子 2016－2019

強
化
型

データベース「焼畑の世界 ― 佐々木高明のまなざし」の国際化と学際研究の展開 池谷　和信 2020－2021

津波の記憶を刻む文化遺産 ― 寺社石碑データベースのフォーラム型情報ミュージアムへの改良 日髙　真吾 2020－2021

セネガルにおける諸民族文化の映像記録を題材とする情報強化 三島　禎子 2020－2021

ミクロネシア文化資料のフォーラム型データベースの構築 ― 20世紀前半収集資料を中心として 林　　勲男 2019－2020

時代玩具コレクションの公開プロジェクト 日髙　真吾 2019－2020

民博所蔵「朝枝利男コレクション」のデータベースの構築 ― オセアニア資料を中心に 丹羽　典生 2018－2019

ネパールのガンダルバ映像音響資料に関する情報共有型データベースの構築 南　真木人 2018－2019

中南米地域の文化資料のフォーラム型情報データベースの構築 八木百合子 2018－2019

朝鮮半島関連の資料データベースの強化と国際的な接合に関する日米共同研究 太田　心平 2017－2019

広領域連携型プロジェクト
文明社会における食の布置（「アジアにおけるエコヘルス研究の新展開」内のユニット） 野林　厚志 2016－2021

日本列島における地域文化の再発見とその表象システムの構築（「日本列島における地域社会変貌・
災害からの地域文化の再構築」内のユニット） 日髙　真吾 2016－2021

ネットワーク型プロジェクト
北東アジア地域研究 池谷　和信 2016－2021

現代中東地域研究 西尾　哲夫 2016－2021

南アジア地域研究 三尾　　稔 2016－2021

■■ 特別研究
研究課題 研究代表者 研究期間（年度）

グローバル地域研究と地球社会の認知地図 ― わたしたちはいかに世界を共創するのか？ 西尾　哲夫 2020－2022

デジタル技術時代の文化遺産におけるヒューマニティとコミュニティ 飯田　　卓 2019－2021

パフォーミング・アーツと積極的共生 寺田　吉孝 /
福岡　正太 2018－2021

食料生産システムの文明論 野林　厚志 2017－2019

各プロジェクト名をクリックすると詳細情報に移動します。
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■■ 共同研究
特定のテーマについて、館内外の専門家を数人か
ら20人程度集めて研究会をひらき、成果をあげ
る研究活動です。

バックナンバーの
ご案内
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■■ 共同研究� ●は館外の代表者

研究課題 研究代表者 研究期間（年度）

一
般

課題1：文化人類学・民族学および関連諸分野を含む幅広い研究
日本列島の鵜飼文化に関するＴ字型学際共同アプローチ ― 野生性と権力をめぐって 卯田　宗平 2020－2022

戦争・帝国主義と食の変容 ― 食と国家の関係を再考する 宇田川妙子 2020－2022

海外フィールド経験のフィードバックによる新たな人類学的日本文化研究の試み 片岡　　樹 2020－2022 ●

環北太平洋地域の先住民社会の変化、現状、未来に関する学際的比較研究 ― 人類史的視点から 岸上　伸啓 2020－2022

月経をめぐる国際開発の影響の比較研究 ― ジェンダーおよび医療化の視点から 新本万里子 2020－2022 ●

不確実性のなかでオルタナティヴなコミュニティを問う ― モノ、制度、身体のからみあい 森　　明子 2020－2022

「描かれた動物」の人類学 ― 動物×ヒトの生成変化に着目して 山口未花子 2020－2022 ●

グローバル化時代における「観光化／脱‒観光化」のダイナミズムに関する研究 東　賢太朗 2019－2021 ●

島世界における葬送の人類学 ― 東南アジア・東アジア・オセアニアの時空間比較 小野林太郎 2019－2021

社会・文化人類学における中国研究の理論的定位 ― 12のテーマをめぐる再検討と再評価 河合　洋尚 2019－2021

人類史における移動概念の再構築 ― 「自由」と「不自由」の相克に注目して 鈴木　英明 2019－2021

食生活から考える持続可能な社会 ― 「主食」の形成と展開 野林　厚志 2019－2021

オセアニア・東南アジア島嶼部における他者接触の歴史記憶と感情に関する人類学的研究 風間　計博 2018－2021 ●

統治のフロンティア空間をめぐる人類学 ― 国家・資本・住民の関係を考察する 佐川　　徹 2018－2021 ●

カネとチカラの民族誌 ― 公共性の生態学にむけて 内藤　直樹 2018－2021 ●

伝統染織品の生産と消費 ― 文化遺産化・観光化によるローカルな意味の変容をめぐって 中谷　文美 2018－2021 ●

心配と係り合いについての人類学的探求 西　　真如 2018－2021 ●

グローバル時代における「寛容性／非寛容性」をめぐるナラティヴ・ポリティクス 山　　泰幸 2018－2021 ●

ネオリベラリズムの中のモラリティ 田沼　幸子 2017－2020 ●

人類学／民俗学の学知と国民国家の関係 ― 20世紀前半のナショナリズムとインテリジェンス 中生　勝美 2017－2020 ●

文化人類学を自然化する 中川　　敏 2017－2020 ●

現代日本における「看取り文化」の再構築に関する人類学的研究 浮ヶ谷幸代 2016－2019 ●

捕鯨と環境倫理 岸上　伸啓 2016－2019

音楽する身体間の相互作用を捉える ― ミュージッキングの学際的研究 野澤　豊一 2016－2019 ●

グローバル化時代のサブスタンスの社会的布置に関する比較研究 松尾　瑞穂 2015－2019

課題2：本館の所蔵する資料に関する研究
沙流川調査を中心とする泉靖一資料の再検討 大西　秀之 2019－2021 ●

博物館における持続可能な資料管理および環境整備 ― 保存科学の視点から 園田　直子 2017－2020

物質文化から見るアフロ・ユーラシア沙漠社会の移動戦略に関する比較研究 縄田　浩志 2016－2019 ●

若
手

課題1：文化人類学・民族学および関連諸分野を含む幅広い研究
先住民と情報化する社会の関わり 近藤　祉秋 2020－2022 ●

感性と制度のつながり ― 芸術をめぐる「喚起」と「評価」のプロセスから考える 緒方しらべ 2019－2021 ●

モビリティと物質性の人類学 古川不可知 2019－2021

拡張された場における映像実験プロジェクト 藤田　瑞穂 2018－2020 ●

モノをとおしてみる現代の宗教的世界の諸相 八木百合子 2017－2019

テクノロジー利用を伴う身体技法に関する学際的研究 平田　晶子 2016－2019 ●

み ん ぱ く
つ う し ん
オンライン

No.1
2020

3 1




